
地方交付税
63.4億円

地方譲与税等
24.6億円国県支出金

73.3億円

その他
48.0億円

 依存財源
59.2%

市債
26.5億円
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決算の概要
令和7年度の決算状況や基金、市債の状況をお知らせします。なお、これらの決算は、令和8年９月定例議会に
おいて認定されました。
一般会計の歳入決算額は317億6,076万円、歳出決算額は308億509万円となり、歳入歳出差引額は9億
5,567万円となりました。そのうちの翌年度へ繰り越すべき財源は744万円となり、実質収支額は9億4,823万
円となりました。

市税……………市民税、固定資産税などの税金
地方譲与税等…国や県が市の代わりに集めた税金などが
　　　　　　　一定の基準により配分されたお金
地方交付税……財源不足を補うために国からもらうお金
国県支出金……国や県に必要だと認められた事業に対し
　　　　　　　て、国や県からもらうお金
市債……………施設を造るときなどに借りるお金
その他…………施設の使用料など上記以外のもの
自主財源………地方公共団体が自主的に収入できる財源
　　　　　　　（市税、使用料など）
依存財源………国や県などの意思決定により収入される
　　　　　　　財源（地方交付税、国県支出金など）

歳入

令  和  7  年  度  会  計  別  決  算
■一般会計・特別会計

■企業会計

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、損益勘定留保資金並びに消費税及び地方消費税資本的収支調整額等で補てんしました。

一般会計・・・行政における基本的な事業の会計（福祉、教育、道路整備など）
特別会計・・・一般会計と区別して設置すべきとされている事業の会計
　　　　　（国民健康保険、介護保険など）
企業会計・・・民間企業と同様の方法で経理する事業の会計（水道事業、下水道事業）

会計名

会計名

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

一般会計

歳入決算額 歳出決算額 差引額 歳入決算額
対前年度比増減率

歳出決算額
対前年度比増減率

特別会計

国民健康保険特別会計
（直営診療施設勘定）
後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計
（保険事業勘定）

合計

30,805,087
13,568,127

5,895,082

72,012

1,329,378

6,271,655

44,373,214

31,760,757
13,776,631

5,972,931

78,005

1,341,873

6,383,822

45,537,388

955,670
208,504

77,849

5,993

12,495

112,167

1,164,174

5.8
△ 0.8

△ 3.1

△ 8.3

4.9

0.5

3.7

6.8
△ 0.8

△ 3.9

△ 8.7

4.5

1.4

4.4

収益的収支 資本的収支
収入 支出 収入 支出
506,706
(△ 2.2)

1,892,440
(△ 0.4)

488,138
(△ 0.5)

1,760,711
(3.4)

248,425
(△ 10.8)

1,397,493
(△ 6.9)

321,126
(△ 17.7)

1,955,637
(△ 6.1)

水道事業会計
（対前年度比増減率）
下水道事業会計

（対前年度比増減率）

（単位：千円・％）

（単位：千円・％）
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